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【議題（１）】総合型地域スポーツクラブ設置に向けた調査研究に

ついて 
 

概要 

◆総合型地域スポーツクラブとは 
 総合型地域スポーツクラブとは、地域の住民がいろいろな形で参加できる３つの

要素「多種目・ 多世代・ 多志向」で成り立っており、小さな子どもからお年寄

りまで、初心者、トップレベルの方など様々な人たちが参加できるものである。 
◆豊山町の育成状況 
 愛知県内の未育成自治体は豊山町と南知多町の２団体である。 
 平成１５年に「設立準備委員会」の前身である「設立発起人会」を設立し協議を

重ねた経緯があったが、豊山町の生涯スポーツはすでに熟成し各種団体が多数活

動していることもあり、場所も確保できない状況から断念した経緯がある。 
◆豊山町第５次総合計画等における位置付け 
 「第５次総合計画」や「生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画（第３期）」

において、総合型地域スポーツクラブの設置について調査研究を進めることとさ

れている。 
 

設置の目的 

・今までスポーツに参加できなかった人が、気軽に参加できる機会と場所を提供し 

さらなる町のスポーツ人口の増加を目指す。 
・既存団体との連携・協同により、指導者としての参加や競技者としてより高いレ

ベルへの移行、既存団体の指導者の後継者づくりなど相互連携を図る。 
・将来の指導者やボランティアなどとして活躍できるプログラムを導入すること

で、学びの循環づくりを目指す。 
 
⇒ 「いつでも、どこでも、だれでも」スポーツに親しみ、スポーツを 

   楽しみ、スポーツを支える活動に参画できる環境づくりを目指す。 
 

豊山町のスポーツ環境の現状 
 

生涯学習課 

＜ふれあいひろば＞ 
バウンドテニス、チュックボー
ル、ソフトボール、陶芸、太鼓 他 

＜生涯学習講座＞ 
幼児・児童体操教室、ノルディ
ックウォーク教室、ミニテニス
教室、子ども運動体験教室、長
距離走教室 他 

・体育協会 
野球、ソフトボール、卓球、バレーボール、 

体操、空手、バウンドテニス、ソフトテニス、 

サッカー、ボウリング、チュックボール、 

グランドゴルフ、ゴルフ、ゲートボール 他 

・スポーツ少年団 
空手、卓球、バレーボール、野球、サッカー、剣道 

・クレア（民間スポーツクラブ） 
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設置に向けた主な課題、方針・方向性 
 

課題 方針・方向性 

設
置
準
備 

運営主体 
まずは、総合型地域スポーツクラブの設置、確固たる土台を確立する

ため、町（生涯学習課）が主体となり設置を進める。 

設立準備委員

会の必要性の

検討 

過去に設立準備委員会が機能しなかったことや、設立準備委員会の

構成団体が社会教育委員と概ね同じのため、社会教育審議会におい

て設置について議題として提案する。 

既存事業、既

存団体との調

整 

新規の団体を設立すると活動場所の確保が困難なことから、生涯学

習課事業の「ふれあいひろば」、「生涯学習講座（スポーツ）」を融合

し、総合型地域スポーツクラブとする。 

活
動
内
容 

活動種目の検

討 

ふれあいひろば及び生涯学習講座に加えて、誰でもより気軽に参加

できるような新しいスポーツプログラムの追加を検討する。 

活動場所の確

保 

活動場所は社会教育センター、豊山グランドを始めとする町内施設を

活用する。 

事務所の設置 事務局は当面、生涯学習課とする。 

運
営 

指導者、スタ

ッフの確保 

指導者及びスタッフは、スポーツ推進委員、ボランティアバンク登録者

等に依頼する。 

会員の募集 会員の募集は、生きがいタウン及び広報などで周知する。 

年間運営費の 

確保 

運営費は主に町財源と県補助金を活用する。また、スポーツ振興くじ

助成金を活用できるか検証する 
 

総合型地域スポーツクラブ設置後のイメージ 
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【議題（２）】郷土資料室の再生事業について 
 

目的と課題 

【目的】 郷土資料室の管理運営方法を見直すとともに、文化財の保存保護・普及に

努め、誰にでも分かり、親しめるような郷土資料室を目指す。 

 

【課題】 ・ 資料室としてのテーマが不明（コンセプトがわからない） 

・ 目を引くものがない 

・ 資料の整理ができていない 

 

 

 

具体的な事業内容 

郷土資料室の再生計画として今年度は以下の点に重点を置き、事業を進める。  

 

① 内装の大規模改修に向けた調査・研究 

   令和３年度に行う内装改修に向けた調査・研究を委託事業で行う。 

    ➡ コンセプトの明確化 

   

② 内装・外装のレイアウト見直し 

展示資料の体系化と統一性を確保する。 

   ・のれん看板の設置  

   ・常時点灯に切替 

   ・企画展用スペースの設営 

 

③ 企画展の積極化    

企画展を年３回（5 月、8 月、12 月）開催し、周知を広報、 

ホームページ、ポスターの活用により積極的に行う。 

    

④ 資料の大規模整理 

郷土資料室倉庫にある資料の整理を行う。 

 ・会計年度任用職員による資料整理 

・台帳の作成（見直し） 
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スケジュール 

① 調査・研究 

  令和２年 ６月～ 調査・研究開始 

１０月  来年度設計・工事費用算出 

１１月  来年度予算要求 

        ３月  調査・研究結果報告書納品 

令和３年 ４月～ 実施設計・工事業務契約   

 ② 内装・外装のレイアウトの見直し 

  令和２年 ４月  のれん看板の設置 

５月  常時点灯に切替 

 ③ 企画展の積極化 

令和２年 ５月～ 第１回企画展「郷土人形展」 

       ８月～ 第２回企画展「戦争と平和展」 

１２月～ 第３回企画展「未定」 

 ④ 資料の大規模整理 

令和２年 ９月  会計年度任用職員募集 

１１月～ 資料整理開始 

 

 

 

  

 

第１回企画展「郷土人形展」 

 

第２回企画展「戦争と平和展」 

 

中日新聞近郊版（8/6 付） 
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【議題（３）】生涯学習推進審議会と社会教育審議会の統合について 

 

１ 趣旨 

現在、教育委員会事務局生涯学習課は、生涯学習のまちづくり基本構想・基本計

画に基づいた生涯学習の推進に係る施策を審議する「生涯学習推進審議会」と成人

教育、青少年教育などに関することを審議する「社会教育審議会」を所管している。 

しかし、この２つの審議会の根本的な役割は生涯学習・社会教育の推進であり、

審議会での審議内容も重複する部分があり、組織が二重構造となっている。 

そこで、社会教育のあり方や生涯学習施策を総合的に審議し推進するために、こ

の２つの審議会を統合するものである。 

 

２ 生涯学習推進審議会及び社会教育審議会の比較 

 

項目 生涯学習推進審議会 社会教育審議会 

根拠法令 豊山町生涯学習推進審議会条例 

社会教育法 

豊山町社会教育委員設置条例 

豊山町社会教育審議会規則 

設置年月 平成１６年３月 平成１６年４月 

所掌内容 

生涯学習のまちづくり基本構想・基本

計画に基づいた生涯学習の推進に係

る施策を審議 

成人教育、青少年教育などに関するこ

とを審議 

定数（実人数） １２人以内（９人） １５人以内（１０人） 

 

３ 愛日地区の生涯学習推進審議会及び社会教育審議会の設置状況 

  愛日地区内では下表のとおり２つの審議会を設置している自治体はない。また、

愛知県においても愛知県生涯学習審議会のみ設置しており愛知県社会教育委員で

構成している。 

 

自治体名 生涯学習審議会 社会教育審議会 備考 

豊山町 生涯学習推進審議会（９人） 社会教育審議会（10 人）   

瀬戸市 なし 社会教育委員会（10 人）   

春日井市 生涯学習審議会（15 人） なし 
社会教育委員が生涯
学習審議会を構成 

小牧市 生涯学習審議会（12 人） なし 
社会教育委員が生涯
学習審議会を構成 

尾張旭市 なし 社会教育委員会（10 人）   

豊明市 なし 社会教育委員会（９人）   

日進市 なし 社会教育委員会（11 人）   

清須市 なし 社会教育委員会（20 人）   

北名古屋
市 

なし 社会教育委員会   

長久手市 なし 社会教育委員会（９人）   

東郷町 なし 社会教育委員会（20 人）   
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４ 統合に向けた課題 

（１）統合後の審議会の委員構成 

   本町は社会教育法第１５条「市町村は社会教育委員を置くことができる」に基

づき社会教育委員設置条例を制定し社会教育委員（１５名以内）を設置している。 

   社会教育委員は社会教育に関する諸計画を立案することなど社会教育に関し

教育委員会に助言する役割があることから、継続して設置する。 

   また、町民の生涯学習活動に関する実態や意向を把握するため、生涯学習ボラ

ンティアの代表者と一般公募者も社会教育委員として構成する。 

（２）統合の時期 

   両審議会とも委員の任期が令和２年４月１日から令和４年３月３１日までと

なっており、統合の時期は令和４年４月１日を目標とする。 

（３）統合後の審議会の名称 

   審議会の名称については、広義において生涯学習に社会教育が含まれているた

め「（仮称）生涯学習審議会」とする。 

 

５ 具体的な委員構成案 

 

■令和２年度（現行） 

 

 

■令和４年度（案）  

 

【内訳】学識経験者２名、教育関係者４名、関係町民団体代表者４名、 

生涯学習ボランティア代表者１名、一般公募選出者１名 

※生涯学習審議会委員は、社会教育委員を兼ねる。 

№
選出区分
（所属等）

№
選出区分
（所属等）

№
選出区分
（所属等）

№
選出区分
（所属等）

学識経験者 関係町民団体代表者 学識経験者 社会教育関係者

（大学教授） （商工会） （大学教授） （体育協会）

教育関係者 学校教育関係者 青少年・家庭教育関係者

（中学校校長） （学校代表校長） （子ども会連絡協議会）

教育関係者 社会教育関係者 青少年・家庭教育関係者

（文化協会） （文化協会） （民生児童委員協議会）

教育関係者 社会教育関係者 青少年・家庭教育関係者

（体育協会） （学校体育施設開放管理指導員） （スポーツ少年団）

関係町民団体代表者 社会教育関係者 青少年・家庭教育関係者

（老人クラブ連合会） （読書指導者） （更生保護女性会）

8

4 9

5 10

社会教育委員　【10名】

5

1 6

2 7

33 8
生涯学習ボランティア代
表者

4 9 一般公募選出者

生涯学習推進審議会委員　【９名】

1 6

2 7
生涯学習ボランティア代
表者

№ 選出区分 № 選出区分 № 選出区分 № 選出区分

教育関係者

教育関係者

教育関係者

教育関係者

関係町民団体代表者

11
生涯学習ボランティア代
表者

学識経験者

学識経験者

（仮称）生涯学習審議会委員　【１２名】

12 一般公募選出者関係町民団体代表者

4

2 5

3 6

1 7 関係町民団体代表者

8 関係町民団体代表者

9

10
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【報告（１）】社会教育センターの長寿命化計画に基づく改修事業に

ついて 
 

１ 計画の目的と位置付け 

 建物の耐久性の向上、維持管理の容易性の向上、利用者の満足度向上を達成する
ための効率的な改修を目的とした、豊山町公共施設等総合管理計画（平成２９年３
月策定）に基づく個別施設計画である。 
計画期間は、令和２年度（2020 年度）～令和３１年度（2049 年度）の３０年間。 
また、計画期間を１０年単位として３期に分けることとし、本計画はその１期分

と位置付けている。 

なお、本計画に基づく老朽化と取り組みの状況を反映するために、概ね５年を目
途に計画の見直しを行うものとする。 

 

 

２ 老朽化の調査結果 

 老朽化の調査結果は以下のとおり。 
 
Ａ 全体的に健全    Ｂ 部分的に劣化進行   
Ｃ 全体的に劣化進行  Ｄ 全体的に顕著な劣化 

 

部位等 評価 部位等 評価 部位等 評価 部位等 評価 

躯体(構造) Ｂ ﾎｰﾙ内装 Ｂ 和室 Ｂ 
ﾄﾞｱ・昇降

機 
Ｃ 

外装・防水 Ａ ﾎｰﾙ床 Ｂ 図書室 Ｂ 照明(全体) Ｃ 

内装(全体) Ｂ ﾎｰﾙ座席 Ｃ 料理教室 Ｂ 空調設備 Ａ 

ｱﾘｰﾅ内装 Ｃ ﾎｰﾙ天井 Ｃ 視聴覚室 Ｂ 受変電設備 Ｂ 

ｱﾘｰﾅ床 Ｃ ﾎｰﾙ音響 Ｃ 
視聴覚室音

響 
Ｃ 給排水設備 Ｃ 

ｱﾘｰﾅ天井 Ｃ 舞台装置 Ｃ 廊下・階段 Ｃ 自火報装置 Ｃ 

ｱﾘｰﾅ設備 Ｃ 控室 Ｂ トイレ Ｃ 合併浄化槽 Ｂ 
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３ 工事費と計画 

（１）全体概算工事費 約 7億 6千万円（税抜き） 
 

工事場所等 金額（円） 

躯体塗装 1,361,000 

【普通施設】 

事務室、応接室、研修室１・２、実習室等 
22,716,000 

【特別施設】 

アリーナ、ホール、図書室、料理教室、視聴覚室等 
412,793,000 

【共有施設】 

トイレ、廊下、階段、エントランス 
71,895,000 

【給排水設備】 

受水槽、ポンプ、配管等 
7,420,000 

【電気・機械設備】 

自火報、非常用電源、昇降機 
61,172,000 

直接工事費（計） 577,357,000 

参考諸経費 181,290,000 

合計 758,647,000 

 
 
（２）計画 

早急に改修が必要な場所から、９期に分けて工事を行う 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

【工事場所】 

トイレ、廊下、階段、 

施設内部塗装 

ホワイエカーペット、 

ホール(内装、照明、天井) 

アリーナ(照明、天井) 

自火報装置、 

非常用水栓取付、受水槽、 

湧水・雑排水ポンプ 

 

 

 

前期(１～３期)工事 

令和３～５年度 

 

【工事場所】 

アリーナ 

(内装、音響、空調設備設置) 

遊戯室、図書室 

 

 

 

 

中期(４～６期)工事 

令和６～８年度 

 

 【工事場所】 

普通施設 

（事務室、研修室等） 

特別施設 

（視聴覚室、料理教室等） 

配管、非常用電源、昇降機 

 

 

 

 

後期(７～９期)工事 

令和９～11 年度 
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【報告（２）】令和２年度社会教育委員研修会等について 
 

 

月 日 行事名 会 場 

５月２０日（水） 
愛知県社会教育委員連絡協議会東尾張支部総

会・講演会 

南知多町総合体育館 

※新型コロナウイルスに

より中止・書面承認 

５月２８日（木） 愛知県公民館連合会東尾張支部総会 

大府市 

※新型コロナウイルスに

より中止・書面承認 

６月 ２日（火） 愛知県公民館連合会総会 

へきしんギャラクシープ

ラザ（安城市文化センタ

ー） 

※新型コロナウイルスに

より中止・書面承認 

６月 ４日（木） 愛知県社会教育委員連絡協議会総会・評議員会 

安城市文化センター 

※新型コロナウイルスに

より中止・書面承認 

８月３１日（月） 
第１回豊山町社会教育審議会 

○全員 
役場３階会議室３・４ 

１０月１５日（木） 

  ～１６日（金） 

第５１回東海北陸社会教育研究大会愛知大会 

〇全員対象 
東海市芸術劇場 

２月（予定） 社会教育施設運営部会員 

愛知県公民館連合会東尾

張支部研究発表会 

東浦町 
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＜このページは空白です。＞ 
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【その他（１）】生涯学習課の新型コロナウイルス感染拡大防止の

取り組みについて 

 

１ 生涯学習係 

（１）放課後子ども教室（月・木曜日 豊山小学校） 

・3/2（月）～5/28（木）閉鎖  

・6/1（月）から開始（1年生は 6/8 から） 

   ※開始にあたっては、入室時の手洗い・検温・マスクの着用、教室内の換気・

共用部分の消毒などを実施している。 

（２）生涯学習講座の受付 

  ・昨年度まで役場ロビーにおいて、先着順で受付を行っていたため、当日は 100

人を超える町民の行列ができ、密集・密接の恐れがあった。そのため、今年度

より受付方法を往復はがきに変更して感染予防対策を図った。 

（３）イベント・生涯学習講座 

・６月開催予定のイベント（家族芸術劇場、お昼のときめきコンサート）、生涯

学習講座は中止とした。 

・生涯学習講座は、７月から、愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針

を参考に感染防止対策を実施した上で、一部講座を開始した。 

・ふれあいひろばは、４～５月は中止とした。 

６月から、愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針を参考に感染防 

止対策を実施した上で、６クラブ（陶芸、昔のあそび他）のみ開始した。 

・町民体育大会は、豊山町町民体育大会実行委員会において中止が決定された。 

・郷土資料室企画展、お昼のときめきコン

サート（無観客）は、「とよやまチャンネ

ル」にて放送を行った。 

 （中日新聞近郊版（5/27 付）にて掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中日新聞近郊版（5/27 付） 
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（４）その他 

  ・町青少年育成会議において、５月１５日から

町内巡回パトロール及び町内スーパーなど

各施設にポスターを掲示することにより子

どもたちの健全育成並びに安全安心の確保

を図った。 

  ・毎年実施している豊山関との交流事業におい

て、今場所は東京開催となったため実施でき

なかったが、代わりに放課後子ども教室の児

童が豊山関への応援メッセージ入りの塗り

絵を作成し、豊山関に届けた。 

（中日新聞近郊版（7/10 付）にて掲載） 

   

２ 社会教育センター 

（１）社会教育センター・学習等供用施設 

・図書室・幼児遊戯室・郷土資料室 

    3/3（火）～5/25（月）閉鎖、5/26（火）から再開 

  ・貸室 

     3/3（火）～4/12（日）利用自粛要請、4/13（月）～5/31（日）利用停止 

    6/1（月）～学習等供用施設再開、6/2（火）～社会教育センター再開 

  ・施設管理 

5/1（金）から午後６時に閉館 

（２）屋外体育施設（豊山グランド、志水テニスコート、伊勢山スポーツ広場） 

  ・3/3（火）～4/12（日）利用自粛要請、4/13（月）～5/31（日）利用停止 

6/1（月）から再開 

   ・豊山スカイプールは今シーズン休止 

（３）学校施設開放 

   3/3（火）より利用停止中 

（４）再開後の各施設の対応 

    ◆ 全施設共通事項 

    ・国及び県の新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインを参考に、利用人 

数を定員の半分としている。 

・利用者全員の住所氏名等を記載した名簿の提出と、使用後の施設消毒と清掃 

の２点を利用者へ義務付けている。 

  ◆ 図書室 

・住所氏名等を記載した名簿の提出と、入館前の検温の２点を全ての入館者へ義 

務付けている。  

中日新聞近郊版（7/10 付） 
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豊山町社会教育委員名簿（令和２年度） 
 

 

◎：会長   ○：副会長 

氏名 選出区分（所属等） 

 堀田 裕子 学識経験者（愛知学泉大学） 

 千田 秀樹 学校教育関係者（学校代表校長） 

 坪井 夫 社会教育関係者（文化協会推薦） 

 鈴木 二郎 社会教育関係者（学校体育施設開放管理指導員） 

 長谷川 幹子 社会教育関係者（読書指導者） 

 橋本 節子 社会教育関係者（体育協会推薦） 

 鈴木 育生 青少年・家庭教育関係者（子ども会連絡協議会推薦） 

 伊藤 章代 青少年・家庭教育関係者（民生児童委員協議会推薦） 

 永末 猛 青少年・家庭教育関係者（スポーツ少年団推薦） 

 小出 雅子 青少年・家庭教育関係者（更生保護女性会推薦） 

 

＜任  期＞ 令和２年４月１日～令和４年３月３１日 

＜設置根拠＞ 社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）第１５条 

       豊山町社会教育委員設置条例 

       豊山町社会教育審議会規則 
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社会教育法（抜粋） 
(社会教育委員の設置) 
第十五条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 
２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 
（社会教育委員の職務） 
第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を
行う。 
一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 
二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を
述べること。 

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 
２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べること
ができる。 

３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育
に関する特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に
対し、助言と指導を与えることができる。 

 

豊山町社会教育委員設置条例 
（趣旨） 

第１条 この条例は、社会教育法（昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。）
第１５条及び第１８条の規定に基づき、社会教育委員の設置、定数、任期その他必
要な事項を定めるものとする。 
（設置） 

第２条 豊山町に社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 
（組織） 

第３条 委員の定数は、１５人以内とする。 
２ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者
並びに学識経験を有する者のうちから、教育委員会が委嘱し、又は任命する。 
（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 委員に欠員を生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（委員の解嘱） 

第５条 教育委員会は、特別の事情があると認めたときは、委員の任期中でもこれを
解嘱することができる。 
（委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会規則で定める。 
附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
附 則（平成１２年３月３１日条例第１７号） 

（施行期日） 
１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 
（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に豊山町社会教育委員の委員である者の任期は、その者が
委員に委嘱された日から起算して２年とする。 

附 則（平成１６年３月３１日条例第３号） 
この条例は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２５日条例第６号） 
この条例は、平成２６年４月１日から施行する。  
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豊山町社会教育審議会規則 
（組織） 

第１条 豊山町社会教育委員（以下「委員」という。）は、社会教育法（昭和２４年
法律第２０７号）第１７条第１項の職務を遂行するため、豊山町社会教育審議会（以
下「審議会」という。）を組織する。 
（職務） 

第２条 審議会は、次に掲げる事項を審議する。 
（１） 成人教育に関すること。 
（２） 青少年教育に関すること。 
（３） 家庭教育に関すること。 
（４） 社会教育関係団体の振興に関すること。 
（５） 社会教育施設（スポーツ施設を含む。）の設置及び運営に関すること。 
（６） 地方文化の振興に関すること。 
（７） 豊山町教育委員会（以下「教育委員会」という。）から委嘱を受けた青少
年問題、健全育成に関する特定事項における社会教育関係団体、社会教育指導者
その他関係者に対する助言と指導に関すること。 

２ 前項に規定する事項のほか、次に掲げる社会教育の振興に関する事項において、
教育委員会の諮問に応じ、調査審議及びこれに対する意見を述べるものとする。 
（１） 豊山町社会教育センターにおける各種事業の企画実施に関すること。 
（２） 豊山町社会教育センター図書室の行う図書室奉仕に関すること。 
（３） 豊山町視聴覚ライブラリーの事業に関すること。 
（４） 豊山町立小中学校施設の開放に関すること。 
（５） 前各号に掲げるもののほか、社会教育の振興に関すること。 
（会長及び副会長） 

第３条 審議会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員の互選による。 
３ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務
を代理する。 
（会議） 

第４条 審議会は、会長がこれを招集し、会長は、その議長となる。 
２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると
ころによる。 
（専門部会の設置） 

第５条 審議会に専門部会を置くことができる。 
２ 専門部会に属すべき委員は、会長の指名によって定める。 
３ 専門部会に部会長を置き、専門部会の委員のうちから互選によってこれを定める。 
（庶務） 

第６条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 
（委任） 

第７条 この規則の定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事項は会長が審
議会に諮って定める。 

附 則 
この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２６日教委規則第３号） 
この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年３月３１日教委規則第７号） 
この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 
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【参考】豊山町生涯学習推進審議会条例 
（設置） 
第１条 豊山町生涯学習のまちづくり基本構想・基本計画（以下「基本構想等」とい

う。）に基づく、生涯学習の推進に係る施策について審議し、又はこれらの事
項について町長に建議するため、豊山町生涯学習推進審議会（以下「審議会」
という。）を設置する。 

（任務） 
第２条 審議会は、町長の諮問に応じ、次に掲げる事項に関して調査審議をする。 
（１） 基本構想等に基づく実施計画及び施策の策定並びにその変更に関する事項 
（２） 基本構想等に基づく実施計画の進捗状況の点検に関する事項 
（３） 生涯学習ボランティアの推進に関する事項 
（４） その他生涯学習推進施策に関する事項 
（組織） 
第３条 審議会は、委員１２人以内で組織する。 
（構成） 
第４条 委員は、次に掲げる者のうちから、町長が委嘱し、又は任命する。 
（１） 学識経験のある者 
（２） 教育関係者 
（３） 関係町民団体の代表者 
（４） 生涯学習ボランティアの代表者 
（５） 一般公募により選出された者 
（任期） 
第５条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
（会長及び副会長） 
第６条 審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、
その職務を代理する。 

（会議） 
第７条 審議会は、会長がこれを招集し、会長は、その議長となる。 

２ 審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決する
ところによる。 

（専門部会） 
第８条 審議会に専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会に属すべき委員は、会長の指名によって定める。 
３ 専門部会に部会長を置き、専門部会の委員のうちから互選によってこれを定
める。 

（関係者の出席） 
第９条 審議会は、必要があるときは、関係者の出席を求めて意見を聴くことができ

る。 
（庶務） 
第１０条 審議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 
（委任） 
第１１条 この条例の定めるもののほか、審議会の運営に関して必要な事項は、町長

が規則で定める。 
附 則 
この条例は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月２９日条例第３号） 
この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年１２月１６日条例第２７号） 
この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 


